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先行研究
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・コードレビューとソフトウェア品質の関係についての　　　　　　　　　
研究がある

- レビュー参加者数やレビュワーの専門知識と　　　　　　　　　　　　　　　　
リリース後のバグ数の関係

・Mozillaのコードレビュープロセスでは半数以上のバグが　　　　　　
見逃されている



目的
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レビュー参加者数や議論の数とバグ数の関係は分かっているが
どのような観点からレビューを行えばバグを見逃さずに済むか
ということは分かっていない

レビュープロセスでバグを見逃す原因を調査



分析方法
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対象プロジェクト

6

・Mozilla プロジェクト

- リポジトリ：Mozilla Firefox

・データセット

期間：2015/10/01 ~ 2016/09/30

見逃しバグ数：418 件



見逃しバグの抽出方法
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・コミットログからBugIDと変更ファイルの情報を取得し，
そのファイルが変更された直前のコミットを　　　　　　　　　　　
不具合混入コミットとする

コミットログ
- コミットID
- コメント（BugID）
- 変更履歴
- 変更日時

バグ修正コミット

同ファイルが変更された 
直前のコミット

バグ混入コミット



分析
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バグ修正コミットバグ混入コミット

バグ① バグ②
コメントを目視

変更履歴を目視

Bugzilla

Git



目視状況
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・見逃しバグ数 418 件のうち，10 件を目視

・バグの症状

- ブラウザ上での表示不具合：4 件
- キーボード操作の不具合：2 件
- ファイルのアップロード不具合：1 件
- 機能性，保守性向上：3 件

・バグ見逃しの原因としては，変数名を変更した際に　　　　　　　　
他ファイルで使用しているその変数名の変更忘れや，
例外処理が抜けていた場合が多い


